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構 成 主 義 的 情 意 論 に っ い て

埼玉 大学 教育学 部 金　 本　 良　 通

数学教育における情意を捉える枠組みとして、構成主義の立場にたっPau 】

C{}bbの情意諭をみた。そこでは、情意そのものが、子どもたちのもっ社会

的文脈に依存しており、社会的文脈の構成やその内面化されたものとしての

信念の形成に力点がおかれていることに特徴が見られる。また、それらは、

情意の自覚とコントロールのための規範としての職能を果たすものとしても

位置づけることが可能である。

[ｷｰりｰﾄ’]　情意、構成主義、社会的文脈、信念、問題解決
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１。序

情意ということが、教育活動にどのようにかかわるのであろうか。現在の学力を捉

える４つの観点では、「関心・意欲・態度」がそのひとつとして掲げられており、学

力の情意的側面を強調しようとしている。しかし、そのことをより実質化するために

は、情意のもっている役割を、さらに多様に明らかにしていく努力が必嬰と思われる。

それらのことを念頭におき、本橋では、次の点から、数L学教育において情意を捉える

ための枠組みのひとつとしてP.CQbb の情意論の検討を試みる。
第１に、構成主義的学習理論の立場にたつP.Cobb の情意論をみていく。氏の場合

は、情意そのものが子どもたちのもつ社会的文脈に依存していること、さらに、社会

的文脈の附成やその内面化されたものとしての信念の形成に力点をおいていることが、

特徴と思われる。
第２に、そのことが、情意そのものの自覚とコントロールを可能にしており、した

がって、D．B.McLed の情意の枠組みを補完するものとも捉えられることを示す。す

なわち、氏は、問題解決活動における情意を捉える枠組みとして、情意の強さ、方向、

長さ、自党、コントロールの５点を挙げており、その特徴としては、特に自覚とコン

トロールにある。そこでは、認知とメタ認知との関係に類似した関係が示されており、

Cobb の社会的文脈や信念の位沢づけが可能と思われる。
以上を通して、P.Cobb の情意詮の検討を試みつつ、「情意」研究への視点を提示

してみたい。

2 ．P.C,bbの情意論

（１）情意を捉える枠組み
P.Cobbは、情意を捉える枠組みとして、

情意的行動（ｕ10いonal acしi）

信念｛be目e削 ：　①自己や他の人の役割に対する信念

②教師の役割に対する信念
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③数学的活動の本性に対する信念

社会的文脈（50cial cnlext ）＝学級の規範

を掲げている1≒ これらについて、まず、整理しておきたい。

氏は、社会的文脈すなわち学級の規範として、数学の問題解決においては、自分自

身で考えることが大切であるということを設定しており、その考えるということの内

容としては、自分で取り組んで課題を完成していくことと、そこに数学的な関係をう

まく作り出していくことと捉えられている２≒

そして、このような規範が佃人に内面化したものとして、信念の形成がうたわれて

いる。数学的活動の本性に対する信念は、それが単に答えを得ることであるというの

ではなく、もっと、「考える」ということ自体に価位をおいたものと考えられる。す

なわち、数学的な問題解決活動そのものが大切であり、そのことが数学をすること

（Doing hthe 匯atics）なのだということである”。そして、このことは、「自分自

身で考えることが大切である」という学級の規範を支える役割を果たしている、いわ

ば。数学以なのである。いや、むしろ、このような数学硯から、「自分自身で考える

ことが大切であるｊ という規範、いわぱ、数学学習観がでてきているとも考えられ、

両者は表嵌一体となったものである。また、子どもの自己の役割に対する信念や教師

の役剖に対する信念も、「学級の規範についての子どもの理解そのもの」４’である。

そして、ある数学的問題解決活動の状況において、これらの信念に照らし合わせての

状況解駅によって、子どもたちの情意的行動が引き起こされると考えられているので

ある。
そのような情意的行動は、「やったー」「いいぞ」「サイコー」「うれしい」とい

うような満足感や誇りなどの感情や、あるいは逆に、不安・不満・憤りや困惑などの

否定的な感情を伴った行動として、捉えられている９．

これらの理論的枠組みに関して、Cobb によるいくつかの具体的事例を見ておきた

い。

（２）規範（社会的文脈）の形成と状況解釈のし直しによる規範の再形成

まずは、規範を作っていく場面を見てみよう。自分で考えることを、教師が強調し

ている場面である６）。
【事例11T:
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それがいいね
、l 自
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、
できたときにとってもうれしいから｣

、
と割 といいよねjl か札 とき自前 考える

ことによ７て
、
とてい1い勁 が味わえるということだよね、

自分で考えることの大切さという規範に反する事例を、次に見てみよう７'。
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人を見て, こ｡う訃 ました，r そんなことばありません。雛 そんなに剛即 雌1, いません,jl £がどのように配 たか汁 昨 ますか，

知 を簒くした，

rな､んだ､ 騨 だよ､j という言iU
、jC･
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岫｡６ 、なぜ、こんなにも自熊 困っているのに､つて1;うでしJう、

こ れ ら は 、 学 級 で の 規 範 を 作 っ て い く 場 合 の 事 例 で あ る 。 教 師 が 、 何 度 も 繰 り 返 し

強 調 す る こ と に よ っ て 作 っ て い こ う と い う 意 図 が 見 ら れ る 。 次 に 、 状 況 解 釈 の し 吐 し

に よ る 規 範 の 定 着 、 社 会 的 文 脈 の 再 形 成 の 場 面 を 見 て み よ う 。

次 の 事 例 は 。 時 間 に つ い て の 問 題 で 。 児 散 Ａ が 答 え を 出 し て し ま っ て 、 そ れ を 児 童

Ｊ に 教 え よ う と し た と き に 、 児 童 Ｊ が こ ぱ ん だ と き の も の で あ る ” 。

【=E「「｛列31T=FI にu:、「あなたたちはiiii=にll すか､ 」とあるね､J 駄1814にllるんだわ､A 皿81P o 分だ。2人とい「14に起きる､でLi、あ

なたちは、それぞ朗 哺 宸ているでしょうか。

J こ　いμ えているところです。

A:　u ’くu11 哺 だ．J肛
、
きみa11 と1/2 哺 だよとあ たんだu’ど、ぽく超 うことを詐 ないんだよ。

J:　 わからない。

T:　 ｛A に｝J詣 きみの2･うことをaじないのではないよ､まだilかめちれていないということなんだよ、

こ の 場 面 で は 、 児 童 Ａ は 、 友 だ ち を 助 け て あ げ な い と い け な い と 思 っ た が 、 児 童 Ｊ が

そ れ を こ ば ん だ た め に 、 か な り い ら だ っ て い た 。 教 師 は 、 そ れ を 見 て 、 「 こ の 学 級 で

は 、 自 分 の 力 で も の ご と を 考 え て い か な け れ ば な ら な い 、 そ の こ と が 大 切 だ よ 」 、

ｒＪ 君 は 問 題 を ど の よ う に 解 け ば よ い か を 考 え て い た と こ ろ な の で 、 Ａ 君 の 答 え を 簡

単 に は 受 け 入 れ な か っ た ん だ 」 と 説 明 す る こ と に よ り 、 Λ 君 に 異 な っ た 仕 方 で 状 況 解

釈 を す す め 、 彼 の い ら だ ち を 解 消 し た の で あ っ た 。

次 の 事 例 は 、 ひ と り の 子 ど も が 問 題 の 響 え を 言 っ て し ま っ た こ と に 、 他 の 子 ど も が

怒 っ て い る 場 面 で の こ と で あ る ９’。

【=lll=jgj 4 】T: 先生が思うにばね
、R
靴1いっしょうけんめい考えて11えを111したから、それでうれ｡しくてしかたないんだと11うよ、

失 は 、 こ の Ｒ 君 は 、 こ の 学 級 で 最 も 弱 い 子 ど も で あ っ て 、 「 自 分 の 班 の 友 だ ち と い っ

し よ に 問 題 が 解 け る よ う に な っ た ら い い な 」 と 、 成 就 感 を 分 か ち 合 い た い と 思 っ て い

た の で あ る
。 「 問 題 が 解 け た も の だ

か ら 、 う れ し く っ て し か た が な か っ た ん だ よ 」 と 、

そ の 状 況 を 解 釈 す る こ と に よ っ て 、 Ｒ 君 の 意 図 は 、 自 分 の 力 で 問 題 に つ い て 考 え な け

れ ば な ら な い と い う 規 範 を 破 る こ と に あ る の で は な い こ と が 、 他 の 子 ど も た ち に も 理

解 さ れ た の で あ る 。 そ の 結 果 、 Ｒ 君 に 対 し て 怒 る と い う よ う な 否 定 的 な 感 情 は 、 不 当

な も の と 考 え ら れ る よ う に な っ た 。

こ れ ら は
。 規 範 の 形 成 と そ れ に

基 づ く 状 況 の 解 釈 と い う こ と を 示 し て い る 。 こ の 規

範 が 、 子 ど も の 中 に 内 面 化 し た も の と し て 、 信 念 が 考 え ら れ て い る 。

（ ３ ） 自 己 や 教 師 の 役名jに｡対 す る 信 念

自 己 の 役 割 に 対 す る 信 念 は 、 ま わ り が ど の よ う な 状 況 で あ っ て も 、 じ っ く り と問 題

に 取 り 組 ん で い く も の で あ る こ と の 強 調 で あ る 。 し た が っ て 、 上 の （ ２ ） で 述 べ た こ

と が 事 例 と し て 考 え ら れ よ う 。

ま た 、 教 師 の 役 割 に 対 す る 信 念 は 、 教 師 か ら 答 え を 教 え て も ら う も の で は な く 、 教

師 は 、 自 分 た ち が 自 分 の 力 で 考 え て い く こ と を期 待 し て い る も の だ と い う こ と の 強 調

で あ る 。

次 の 事 例 は 、 子 ど も た ち が 問 題 に 取 り 掛 か っ て20 分 だ っ て も 、 Ａ 君 と Ｐ 君 と が 最 初

の問 題 に 取 り 組 ん で い る とき の も の で あ る ” ）。

【事 例5 】P: u ’く111だこの閥 ができなくて、ずっとここで止1つて叫λだ1．J恥 ほ てご6ん1,3 翻の閥 鴎 いて叫↓。

A=　払 はこのこと時Ｅ ていなかったんだよ。

こ こ で の Ａ 君 の 言 葉 は 、 こ の 学 級 で は 、一 人 ひ とり が 問 題 に じ っ く り と 取 り 組 む こ と

が 期 待 さ れ て い る と い う 信 念 、 こ の こ と に 応 え るこ と が 、 で き る だ け た く さ ん の 問 題

を 解 く と い う こ と よ り も も つ と ｍ 嬰 で あ る と い う 信 念 を 示 し て い･る 。 ま た 、 こ の 言 葉
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は 、 Ｐ 君 に 、 不 満 や 不 安 な ど の 薔 定 的 な 感 情 を い だ く よ う な 状 況 解 釈 を す べ き で な い

こ と を も 示 し て い る と い え よ う 。

子 ど も た ち の 教 師 の 役 割 に 対 す る 信 念 は 、 年 間 を 通 し て 発 進 し て い く も の で あ ろ う 。

次｡の 事 例 は 、 年 度 の 始 め の も の で あ る1 ” 。

【 事 例6 】A: 足｡すのかllくのか、魅 に陽 哩 ってくるバAa 吐 奴吃ころほ しにliつたが、もどってく6と政 屁 勧J;うにliつた､）

A: どっちだか陥 なｋ て。

と こ ろ が 、 年 度 の 後 の 方 で は 、 Ａ さ ん は 、 ど う し た ら い い の か を 先 生 が 言 わ な か っ た

の は 分 か ら な い か ら で は な く 、 自 分 た ち が 自 分 の 力 で 考 え る こ と を 期 待 し て い る か ら

だ と い う こ と を 、 理 解 す る よ う に な っ て い る 。

子 ど も た ち が 、 教 師 の 役 割 に つ い て の 自 分 た ち の 理 解 を 改 め て 認 識 し た と き 、 子 ど

も た ち は 、 ど の よ う に し た ら よ い か を 教 師 が 教 え て く れ な く て も 、 怒 っ た り 不 満 を も っ

た り す る よ う な こ と を し な く な っ て く る の で あ る 。 と 同 時 に 、 子 ど も た ち は 、 教 師 が

頭 に 描 い て い る 特 定 の 方 法 を 使 う よ う に 期 待 し て い る わ け で は な い こ と に も 気 づ い て

い く の で あ る 。

（４）散学的活動の本性に対する信念

数学的活動の本性に対する詞･念とは、数学をすること（Doing ht.helatics ）の強

調である。いいかえれぱ、問題解決活動そのものが指:要なのだということである。

次の事例は。「レースには２組みのチームがあり、各々のチームには６人の走者が

います。走者はみんなで何人ですか。」という文章題についての討論である12）。

【事例7 】T: Jll、猷ばいくもになり1したか、
Ｊ

Ｔ

Ｊ

Ｔ

Ｊ

Ｔ

Ｊ

14 です，

】.4ですか．どうやってまめれ たか，

6たすぬ12 ．2ﾁｰﾑ に2人の封･だかも
…(J
靴, しゃぺる艇 やめて，1mに科1 て,斟 見つめた,それか6朗 超 ，

ﾓして友だちのAM の於sI,て，再び鮭 のia て，1,ぐ6ぐとつぶやいたｊ

もう｛ ｊ･ つてごもん．全咄ｌ. 之なかった政 ．秘ｊ,う一鱈 って，

(恥 しく,ずっとiを見ながも.) それぞれのﾁｰﾑ にL16加 て‥ ．

その勣

｛餌 のｶ･に峠 って｝ｈ 囃 えてしL 淀しないとだめだ，ほ21つてＪ.たia つ叱 ｝ （p｡134 ）

教 師 は 、 子 ど も た ち が 他 の 人 に 解 き 方 を 示 す とき に 、 恥 ず か し が っ た リ 当惑 し た り し

な い こ と が 初:要 で あ る と 考 え 、 た だ ち に 次 の よ う に応 え た 。

T: （や1しく）いいんだ1,陥ほ｡てい叫 だ比 、

A:ﾓ うです、

Ｔり 君、畦 えてい砿 だ比 、

J: （4だiを見つ幼 がいU11･．

T: その勤 だ1,μ が細 筏 にいるかぎり、畦 ってい砿 だ1．だって４ もいつも11Ud ，､住 に､ｌ!いかもたく1んのこと

t、欧 ちば学以 だよ。J胆いつ1,いっし1伺μ 吋え､「卜 ん、すぐはＥ 賤が紅 もない」つて川 副 珈11,、捕 の

方ａ て、徽剱 だ）、で1,、ず一っとれa けて、猷 印 とんだJね、

あ と 、 年 度 の 終 わ り の 方 で は 、 次 の よ う な 場 面 も 見 ら れ る よ う にな っ た 。 そ こ で は 、

間 違 い を 認 め る こ と は 、 も は や 恥 ず か し い こ とや 当 惑 す る よ う な こ と と し て 捉 え ら れ

て い る の で は な く 、 学 級 生 活 の 普 通 の 学 習 活 助 （1he norlal course of classrool

life ） の 中 で 起 こ る こ と な ん だ と 、 単 純 に 見 な さ れ る よ う にな っ て い る 。

C: 67 です、

T: 67 （と、答え９ 諸 めた｡）

J; 達うと恥1 す、
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T: しそ、J君、きみはどうれ るの、

J: 72 です。

T: MLIJ えが72だとね 乱 だねバ 肛 かの狸 もたち卵:村 ぶj

J: じそあ‥ 。{齢1 ち上がって､学斟 駄 駄}

T: J 助 訓 を|恥 てみよう、

J:　 け って、班1 わ めながち)25 と10で35 、それにい ひとつの】｡0で45j だもうひとつの10で55 だバ ちょっとａ つて

手哺 っほ を見たj6 うびとつあるから65 ，[そして、払 なる2で167 だ､(闘 もどって、肺 の1･れ つめ)自分の猷 哺 違

ってたバ と、雌 んだ､}

T:( 畦 みながら)とってもいいバ 自励?ほ｡が囃 っていたjつて1'うの比 殴 の辰 が畦 っていたって気づい以 がlにもいたも、

科 軒 てくだ卯､{ 逞 してμ んなも、そうだったんだ、

子 ど も た ち は 、 数 学 を す る と い う こ と は 基 本 的 に は 問 題 解 決 活 助 で あ る と の 信 念 を

持 つ よ う に な っ て き た の で 、 不 安 や 当 惑 や 恥 ず か し さ の よ う な 否 定 的 な 感 情 は こ の 学

級 で は 生 じ な く な っ た と の こ と で あ る 。

こ の よ う な 信･念 が 、 規 範 の 内 面 化 で あ り 、 こ れ が も と､と な っ て 情 意 的 行 助 が 生 じ 、

あ る い は 、 決 定 さ れ る の で あ る 。

（5･）数学的問題解決活助における情意の構成主義的特徴とその意義

適切な社会的文脈の形成、信念の形成によって、CQbb は、数学的問題解決活助に

おける否定的な情意的行動を少なくし、肯定的な情意的行動が多く生じるようにしよ

うとしている13≒ まさに、情意的行動は、つねに、このような社会的文脈の内面化

した信念に照らし合わされて、引き起こされるものと考えられているゆえんである。

さて、このことの構成主義的な特徴を明確にしておきたい。

J.Kilpatrick の挙げた構成主ａの原理を、小山正孝は次のように紹介している。

（1）知識は認識主体によって能動的に構成されるものであって、環境から受動

的に受け取られるものではない。
（2）知るようになるということは、認識主体が自らの経験世界を組織化する適

応過程である。
（3）知るようになるということは、認識主体の心の外に独立して存在する世界

を発見することではない“ ）。

このような、知･識が子ども自身によってなされる内的構成活動によるものであるとい

う主張は、次のS.Le rla･n のような疑問を引き出す。

はたしてコミニュケーションは成り立つのであろうか。また、すべての言語

及び概念は個人的なものなのであろうか15’。
しかし、構成主義者は。社会的相互作用-（social ioteraethns,）による社会的文脈

（social coDtext ）の構成の強訓によって、このような問題を解決しようとしている。

したがって、知識の内的構成は、他方で社会的文脈の構成を伴ったものとなり、それ

との関連のもとでの知識の成立であると考えられる。このような構成主義的特微から

は、情意的行動を次のように捉えることが可能であろう。

第１に、冊念的行動は、壮会的文脈の自己への内面化されたものとの関連で生じる

ものである。
第２に、情意的行動は、状況に対する自らの解釈の結果生ずるものであって、状況

から受動的に与えられるものではない。
第３に、状況に対する自らの解釈は、社会的文脈の自己への内面化されたものをも

とに生ずるものである。しかも、社会的文脈の自己への内面化は、自らの経験世界の

組織化とともになされるものである。したがって。状況解釈とは、自らの世界におけ
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る状況の構成・再構成活動である。
以上のような情意の構成主義的特徴がもつ教育的意義は、第１には、cobb が述べ

るように、数学的問題解決活動における否定的な情意的行動を少なくし、肯定的な情

意的行動が多く生じるようにしようという点にある。事例７では、間違った答えを出

して恥ずかしがっていた状態であったＪ君が、間違いの中から学ぶことが学習を豊か

にする、また、いろいろと間違ったりもし、その間違いについて考えることが問題解

決活動だ、というような信念の形成によって、否定的な情意をもつことがなくなって

きている。このようなことは、肯定的な情意を多くもつこと自体に教宵的価値をおく

ことにもなる。
しかし、私たちは、不安・不満・憤りや困惑などの否定的な情意をもったときでさ

え、そこで問題解決活助が中断されてしまうのではなく、自らの否定的情意を乗り越

えて、解決活動を進めていこうとする子どもたちの姿。そして、子どもたちの力自体

にも大きな教育的ぼ値をおいている。状況解釈のしａしによる肯定的情意への転換あ

るいは否定的悄意の怪減という活動は、否定的情意を乗り越えるためのひとつの手立

てでもあろう。したがって、教育的意義の第２として、情意の自覚とコントロールと

いう点が挙げられる。自覚とコントロールの際に、その手掛かりとなるものが、社会

的文脈＝学級の規範であり、その内面化されたものとしての信念であろう。事例５で

の２人の子どもたちの問でのやりとりは、まさにそのことを示している。不安感や焦、

燥感をもったＰ君へのＡ君の助言は、多くの問題の答えを求めることがよいのではな

く、問題についてじっくりと考え、工夫して考えることが大切である、というような

規範の提示をしており、そのことによって、Ｐ君が自らの情意をコントロールできる

ようにしている。このような意味での社会的文脈（規範）や信念の役割を、次に考え

てみることにしよう。

３。情意の自覚とコントロール

（1 ）D.B.McLgd の「情意」研究の枠組み
情意の自覚とコントロールという視点は、D.B.k Le od の情意を捉える枠組みの中

で示されている。彼は、次の２つの視点から捉えようとしている10 。
第１は、情意の強さ 一方向・畏さである。例えば、強い喜び。少しの落胆、また。

解けたということが自信となって長く続くというようなことである。
第２は、自らの情意の自覚とコントロールである。例えば、問題解決の際に、「う

まくいかない」「どうしたらいいのか」と不安になっても、だから、すぐに友だちに

答えを教えてもらうというのではなしに、そのような感情を自覚し、コントロールし

ていくことである。不安感・焦燥感などが生じた際に、それらを軽減化したり、ある

いは。それらがあっても、自分でじっくりと考えていくことが大切なのだという意識

である。
これらは次のような図式で捉えることができよう。
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1j[cLeodの主張から、特に自覚とコントロールについて見ておこう。

まず、自覚についてであるが、問題解決者は、自らの問題解決活動に影響している

悄意面についてはあまり気づいていないようであると述べ、そのことの要因として、

記憶の短さと自動的に行動してしまうことの２点を挙げている。前者については、次

のように述べている。
子どもは情意的な反応に気づいても、このことの自覚という点では、長くは

意識に残ってはいない。例えば、問題解決者の計画が中断されると、不満が引

き起こされ、ただちに問題解決者は、その問題を断念し、新しい目標を立てた

り、あるいは。中断されないような新しい問題を作ったりして、その不満を減

らそうとする。子どもたちを観察していると、このような不満の解消がすばや

く、ほとんど自動的になされ、その過程はまったく意識されていない17'。

また、後者については、次のように述｡ぺている。
例えば。不満を感じた子どもは、( 問題解決を) 中止してしまうようである。

彼らは、困ったら、それは、止めるか助けてもらえという合図だと、自助的に

思い込んでいるようである16'。
そして、このようなことから、自らの情意を自覚することが問題解決能力の発展の

為には重要であると、次のように主張することになる。
問題解決者が、自らの情意的反応に気づくようになれば、かれらは、問題に

対して自動的になされる反応をコントロールする能力を発迄させることになる

であろう19'。
さらに、情意のコントロールについて、そのようなコントロールする能力の発進を

促進するように期待していっている。
ひとたび。子どもたちが、問題解決というものは中断や障轡を含んでいるも

のなのだと理解すると、問題解決の途中で出会う自らの不満というものを、問

題解決活動のふつうの部分{a norlal part of probleln solviM}として捉える

ことができるようになり、問題解決を止める合図としては捉えなくなるようで

ある。同様に、問題の解を見つけたときの喜びは、もう休憩してよい、あるい

は、別の課懸へと進む合図と捉えるのではなく、このような肯定的な情意は。

自らの解を振り返り、妥当性や美しさ、また、いろいろな方法をチェックする

ための合掴、きっかけとして捉えることができるように学んでいくことが大切

である２剛。
このようにして、問題解決の認知面の教育の場合と同じように、すなわち、問題解決

のストラテジーの獲得によって、試行錯誤的方法からの脱却をはかり、解決方法をコ

ントロールできるようにすることと同じように、情意面にかかわる教育によって、問

題解決活動における不満や吝ぴに対するコントロール、情意的行動のコントロールが

できるように、子どもたちを育てていくことができると、McLeod は主張するのであ

る21)。

（２）社会的文脈（学級の規､範）や信念の役剖
kLe,d のいうコントロールは、Cobb のように否定的な情意を肯定的なものへと転

換しつつ、肯定的な情意的行動を引き出そうというわけではない。否定的な情意や廿

定的な情意においてさえも伴ってくるような否定的行動･を転換しようという意味での、

情意のゴッドロールである。その点に違いはあるが、肯定的な行動を引き出そうとい

う結果については一致している。
しかし、k Le od の場合、自覚とコントロールがどのようなことを手掛かりとして
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なされるのかという点については、明確ではない。その点、Cobb の場合は、社会的

文脈＝学級の規範やその内面化されたものとしての信念を手掛かりに、自覚とコント

ロールに相当する活動を進めようとしているといえよう。

したがって、McLeod の情意を捉える枠組みを発展させ、次のように書き替えるこ

とによって。社会的文脈（学級の規範）や信念の役割がより明確になると考えられる。

５

⊇ 社会的文脈

==＝学級の規範

信念

結　 語
- 教育研究への示唆 －

学級における社会的文脈（規範）としての欽学観あるいは数学学習昿の形成と、そ

の内面化されたものとしての信念の形成が、数学的問題解決過程での情意あるいは情

意的行動を生み出すものと、Cobbは考えているようである。このことは、McLeod の

枠組みの中に位置づけて考えることによって。数｡学的問題解決過程での情意形成と、

それらを自覚しコントロールする際に、社会的文脈や信念がもとになってなされると

いうことが明確になると考えられる。また、そのような自覚しコントロールする力の

育成において、社会的文脈や信念の形成が具体的な手立てを考える手掛かりとなるの

ではないかと考えることもできる。
これらのことから、次のような教育研究への示唆を得ることができよう。

第１に、情意や情意的行動を規定することになる社会的文脈（学級の規範）や似･念

の形成に関してである。
（１〉学力の一側面としての「関心・意欲・態度」の､育成を考える際に、教材への

興味・関心の育成という視点と並行して、他方で、数学観や数学学習観という、より

大きな価値意識や態度の育成という規点の必要性を示唆しているといえよう。そのた

めには、年間を通して、あるいは、学年の発違を通しての艮期的な取り組みの中での

計画的な指導法の開発が望まれることになろう。
（２）情意や情意的行助がさまざまな社会的文脈、また、信念との関連で生じると

いうことは、情意の幅の広い豊かな形成、いいかえれば、情意の貿にかかわりながら

の情意形成を行うことが可能と考えられよう。例えば、埼玉大学教育学部附属小学校

福島正美教諭は、６年生の学級での算数授業において、「自分の解決方法をより洗練

（簡潔、明瞭、一般化）されたものにするという視点で、自分なりの観｡点で振り返ら

せる。そして、自分の解決方法をより洗練されたものに商めていこうとする恋識や態

変を育てたい。ｊ ２２’という指導を行っているが、このような場合、子どもたちが問

題解決したときの喜びに付け加え、さらに洸練された解法を作り出したときの‘味わ

い’を経験させていくことが可能である。このことは、いろいろな解法を作り出した

ときの‘味わい’とは、また異なるものであろう。
（３）さらに、情意や情意的行動がさまざまな社会的文脈、また、信念との関連で

生じるということは、算数・数学での領域の特性に応じた情憲形成をも考えることが

できそうである。いいかえれば、数や式、量、図形、さらには、関数や確率・統計な
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ど、それぞれの領域に対しての子どもたちの意識や熊度には、違いを認めることがで

きる。したがって、それぞれの領域の特性に関わりながら、さまざまな社会的文脈や

信念を細かく考えていくこともできるのではないかと考えられるのである。

第２に、授業においての問題解決活動をすすめていく過程での、情意や情意的行勁

の自覚や‘味わい’、あるいは、コントロールに関してである。

（４）まずは、自らの情意に気づくこと、 ’味わう’ことを大切にした授業の重嬰

性を示唆しているといえよう。その際、特に授業展開の重嬰なポイントにおいて、喜

び・驚きや困剱性の自覚などの情念の自覚と共感を大切にすることではないかと考え

られる。例えば、問題解決過程において、問題を理解する段階での不思議に思う心や

好奇心など、また、問題の計画を立てる段階での見通しが得られていくときの楽しさ

や、それでうまくいくかどうかという緊彊感など､｡さらに、計画を実行する段階での

うまくいかなかったときのフラストレーション、結果を検討する段階での満足観や不

満、あるいは自信などを。‘味わう’ことの大切さということである。

（５）そして、このことは、適切な問題解決行動へと自らをすすめていくための情

意や情憲的行動のコントロールを重視することとも結び付いている。そのためには、

例えば。困難に直面したときに、その困難性を自覚し、それに立ち向かい、それを乗

り越えるような指導の工夫（発問や助言など）が必要であろう。また、解決の実行過

程で、学んだことが生かされていく喜びの味わいから、自ら生かしていこうという態

度の形成の指導の工夫、あるいは、達成感としての喜びから、さらなる探究へと目を

向かわせるための指導の工夫、それらによって、さらなる喜びを追究していこうとい

うことである。これらのことを、社会的文脈や信念の形成との関連で捉えていこうと

いうことである。
（６）そして、これらのことを通しての、子どもたちの情意や情意的行動の肝価へ

の机点も、社会的文脈や信念の形成との関連で、より広くより深く捉えていくことが

可能となるのではないかと考えられるのである。そのことによって、「関心 一意欲・

態度j の､評価研究の一翼を担うことができるのではないかと考えられるのである。
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ｗords，they cause by the beliefs.We ｗould be able to considerthe social

conte χt　Md　the　be l iefs　play　a　grｎt　Part　rQr　becoling a ｗare　of　th{lir

eldional acts　aDd coDtrQOiog thel.
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